
愛知東邦大学 シラバス

開講年度(Year) 2022年度 開講期(Semester) 後期

授業科目名(Course
name) 東邦プロジェクトＡ

担当者(Instructors) 石渡 靖之 配当年次(Dividend
year) 1

単位数(Credits) 2 必修・選択(Required /
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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

スポーツの一面である「支えるスポーツ」、スポーツボランティアを演習する授業である。受講者には、（公財）日本サッカー協会公認のサッ
カー４級審判資格を取得してもらい、授業内でサッカー審判を行う上での知識・技能を身につけた上で、実際に中学生年代のサッカーの審判
（主審）ボランティア演習を行う。また、併せてスポーツボランティアに必要な知識・技能を理解し、授業後でも進んで審判等のボランティ
ア活動を継続するボランティアマインドの育成を図る。なお、受講者代表の学生には、例年２月上旬に開催される「地域と連携した授業・活
動報告会」で活動内容について発表してもらう。 本授業受講者には授業外で必ず（公財）日本サッカー協会公認のサッカー４級審判資格を
取得してもらうので、5，6００円の受講料（ルールブック代、サッカー協会登録料を含む。金額は２０２１年度のもの）が必要となる。
（既にサッカー審判資格取得済みで２０２１年度の審判資格更新手続きを行っている場合は除く） この資格を取得した上で審判ボランティ
ア演習を行う。なお、審判ボランティア演習は、試合日の関係で土日などの週休日に行われることを予め理解し、参加してもらう必要がある。
（授業履修者は審判ボランティア演習は必須とする。）履修にあたって、本授業では、サッカー４級審判資格の取得び審判ボランティア演習
はセットであり、この両方ができる意欲があり、休まず授業に出席できる学生に受講してもらいたい。また、受講者としては授業の性質上サッ
カー経験者が望ましい。しかしながら、サッカー経験が無くてもスポーツ活動の経験者でスポーツボランティアに興味があり、サッカー審判
資格を取得し、審判ボランティアを是非行ってみたいという意欲がある者であれば受講は可能である。サッカー審判資格は年度更新であり、
受講後も各年代のサッカーに携わることが出来るとともに、将来のスポーツ指導者としての活動やスポーツボランティア活動を通じてやりが
いや生きがいを感じながら生活を送ることにも繋がるものと考える。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method)

授業の進め方は講義を中心に行い、審判資格を取得してもらう。また、実際の審判ボランティア活動を行う上で、
サッカー審判の実際の動きや判定に関しては、映像資料を用いて学生個々にどのように判定を下すかを考えさせ
る。また、講義や研修会で修得した審判資格に基づき、身につけた知識・技能を発揮して、実際に１２月に行わ
れる中学生年代のサッカー大会の試合の審判（主審）ボランティア演習を行う。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 オリエンテーション 本授業の目的と到達目標の確認などを行う。
（公財）日本サッカー協会のJFA IDの取得 □

第2回 サッカー審判の役割と育成
審判ボランティアの概要

サッカー審判資格制度について
審判活動及び審判ボランティア活動について □

第3回 サッカー競技規則について（１） サッカー競技規則の第１条～１０条までの内容を理解する。 □

第4回 サッカー競技規則について（２） サッカー競技規則第１１条～１７条の内容を理解する。
本年度の競技規則改正について理解する。 □

第5回 サッカー審判試合中の動きと活動（１） 試合中の主審の動きと活動について
キッカーと壁の間の距離についての演習 □

第6回 サッカー審判試合中の動きと活動（２）
試合中の主審及び線審の動きと活動について（ピッチ内の主審の基
本的な動き方及びアクション、線審の動き方とアクションについて
映像資料を用いて理解を深める。）

□

第7回 サッカー審判試合中の動きと活動（３）
主審と副審及び第４審との連携について
反則についての理解（直接FKか間接FKか）
DOGSO(Denying Obviously Goal Scoring Opportunity）について

□

第8回 サッカー審判試合前後の活動について 審判試合前の活動及び準備について
審判試合後の活動について、退場者を出した場合の対応 □

第9回 フェアプレイとスポーツマンシップに
ついて（１）

フェアプレイとスポーツマンシップについての理解
主審及び副審（線審、第４審判）として試合においてフェアプレイ
とスポーツマンシップをどのように実現していくかについての考察
を行う。

□

第10回 フェアプレイとスポーツマンシップに
ついて（２）

ウェルフェアオフィサーとは
ウェルフェアオフィサーとの連携（安全・安心で快適なサッカー環
境の構築について）

□



第11回 審判ボランティア演習実施に向けて
（１）

サッカー競技規則の確認、審判活動の実践的ガイドラインについて
オフサイドについての理解（映像資料を用いて理解を深める。） □

第12回 審判ボランティア演習実施に向けて
（２）

審判ボランティア演習直前の注意事項
審判を行う上での動きの確認及び試合運営上の注意点について
ルールテスト（ルールの理解の確認）

□

第13回 審判ボランティア演習 審判ボランティア演習
中学生年代のサッカー試合の主審を行う。 □

第14回 サッカー審判活動の意義とやりがいに
ついて

サッカー審判活動の意義とやりがいについての考察
（ゲストスピーカーとしてプロフェッショナルレフェリーを予定） □

第15回 講義のまとめ（スポーツボランティア
について）

審判ボランティア演習に関する総括
審判ボランティアの現状と今後の活動について
スポーツボランティアの現状と今後のスポーツボランティア活動に
ついて

□

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

本授業受講者は、授業時間外で愛知県サッカー協会の協力の下、本授業受講者限定の（公財）日本サッカー協会公認のサッカー４級審判資格
講習会を受講し、当該資格を取得してもらいます。講習会受講前に（公財）日本サッカー協会より講習会事前課題が５題課され、講習会時に
解答を求められる。なお、受講料として５，６００円（ルールブック、審判資格登録料を含む　金額は２０２０年度のもの　変更の場合あり）
の負担が必要です。 事前学習として、サッカー競技規則を読み、ルールに精通しておくことが求められます。更には、様々なケースに関す
る競技規則の適用事例を考えてもらいます。（毎回２時間程度の事前学習を要する。） また、毎授業では、具体的な試合の様々な場面にお
ける判定を主審の立場で下してもらうことになるので、ルールの理解と瞬時の判断を求める意見交換を行い、自分の判断を記入した授業プリ
ントの作成を課します。更に事後学習として、指示されたYouTubeの映像等を視聴し、主審の立場で判定を下す学習課題の作成などの課題を
課します。審判ボランティア演習実施後には、自身の審判活動及び自身とペアを組んだ審判の活動内容に関する報告書を作成してもらいます。
また、ゲストスピーカー授業後にはレポート提出を課します。最終講義後には自身の活動を振り返るとともにスポーツボランティア全般を概
観したレポート提出を課します。（事後学習として毎回２～３時間程度を要する。）

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

毎回の授業で提出した授業プリントは、コメントを加えフィードバックします。また、事後学習で提出された学習課題も同様にフィードバッ
クします。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

主体性 ◆ 2019全学共通DP3

サッカー競技規則を理解し、実際の試合の中でチームや選手にフェアプレイとスポー
ツマンシップに基づいたプレーを推奨しながら、公平・公正に判定を行い、かつ選
手の安全を守り、必要に応じて選手と良好なコミュニケーションを取りながら、時
に応じて毅然とした態度で選手やチームに接し、スポーツの持つ爽やかさや清々し
さを選手も観客も感じられるような試合を進行できる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

100%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

毎回の授業で提出する授業プリント及び授業課題、実際の審判ボランティア演習実施後には、審判報告書の提出を課す。また、第１４回授
業では、ゲストスピーカーの授業に関する課題レポートの提出を課します。第１５回授業では、授業を総括した審判ボランティア活動並び
にスポーツボランティアに関する課題レポートの提出を課します。これらの提出物に加えて、実際の審判ボランティア演習の活動状況を加
えて評価する。
なお、授業外で取得してもらう（公財）日本サッカー協会公認のサッカー４級審判資格取得は本授業を評価する上での前提です。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 なし

2

3

4



5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 （公財）日本サッカー協会発行：「サッカー競技規則（2022/23）」

2 松崎康弘（著）：「２０１９年改訂版ポジティブ・レフェリング」：株式会社デコ 978-4-906905-18-8

3 山口泰雄（編）：「スポーツボランティアへの招待」：世界思想社 4-7907-1052--1

4 二宮雅也（著）：「スポーツボランティア読本」：悠光堂 978-4-906873-84-5
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